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本論文は，冷間加工を与えたステンレス鋼の塩化物環境下にむける応力腐食割れ (stress corro ・
sion cracking，略して SCC) 挙動に注目し， SCC過程に対する微視的内部構造の役割を明らかにし
たもので， 6 章からなっている。
第 1 章は序論であり， SCC に関する従来の研究成果を略述するとともに，本研究の目的むよび意
義について述べている。














の分布，形態によって冷間加工材の割れ伝播経路が大きく異なることを示すとともに， ε および、α' マ
ルテンサイトに対する水素の役割を明らかにしている。











(1 ) オーステナイト系ステンレス鋼について. MgC1 2 溶液中における応力腐食割れの形態が，溶液濃度，
温度 . pH , 溶存酸素および電位によって大きく影響をうけることを詳細に実験し，更に実用上問
題となる孔食経由型の応力腐食割れが， JIS規格よりも低濃度の MgC1 2 溶液中で容易に実現出来る
ことを見出し，これを用いた応力腐食割れ加速試験法を確立している。
(2) 各種ステンレス鋼の冷間加工材の応力腐食割れ感受性が， x線回折から求めた加工誘起マルテン
サイトの生成量によって大きく支配されることを定量的に示している。
(3) 加熱処理，深冷処理および水素添加処理を施した各種冷間加工材の応力腐食割れ感受性を比較検
討し， x線回折および電子顕微鏡観察の結果から加工誘起マルテンサイトの分布および形態が割れ
伝播経路に影響すること，また割れ進展過程における水素の役割は，加工誘起マルテンサイトの種
類によって異なることを見出している。
(4) オーステナイト系ステンレス鋼について，薄膜試料を用い応力負荷装置により焼鈍材および加工
材の応力腐食割れの初期段階を実現し，これについて電子顕微鏡による直接観察を行い，冷間加工
材の応力腐食割れ過程において加工誘起マルテンサイトが活性経路になることを実証するとともに，
マルテンサイト量が割れ機構を支配することを見出している。
以上のように本論文は冷間加工を加えたステンレス鋼の応力腐食割れと微視的内部組織に関して多
くの新しい知見を与えており，その成果は材料工学上貢献するところが大きい。よって本論文は博士
論文として価値あるものと認める。
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